
議案第２２号 

   八幡浜市いじめ問題再調査委員会条例の制定について 

 標記条例を次のように制定する。 

  平成３０年２月２７日提出 

八幡浜市長 大 城 一 郎 

 

記 

   八幡浜市いじめ問題再調査委員会条例 

 （設置） 

第１条 いじめ防止対策推進法（平成２５年法律第７１号。以下「法」とい

う。）第３０条第２項の規定に基づき、市長の附属機関として、八幡浜市いじ

め問題再調査委員会（以下「委員会」という。）を置く。 

 （所掌事項） 

第２条 委員会は、市長の諮問に応じ、法第２８条第１項に規定する重大事態

（以下「重大事態」という。）に係る事実関係を明確にするための調査の結果

について調査し、又は審議し、その結果を市長に答申する。 

 （組織） 

第３条 委員会は、一個又は関連する数個の重大事態ごとに委員５人以内で組織

する。 

２ 委員は、学識経験を有する者その他市長が適当と認める者であって、諮問に

係る重大事態に関与しないもの及び重大事態と特別の利害関係がないもののう

ちから市長が委嘱する。 

３ 市長は、委員が次の各号のいずれかに該当する場合は、当該委員を罷免する

ことができる。 

 ⑴ 委員が心身の故障のために職務の執行ができないと認める場合 

⑵ 委員に職務上の義務違反その他委員たるに適しない非行があると認める場

 合 

 ⑶ 委員が当該諮問に係る重大事態と直接利害関係を有することとなり、又は

有していたことが判明した場合 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から委員会が第２条の諮問に対し最終的な答申
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を行う日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長各１人を置き、委員の互選により定める。 

２ 委員長は、会務を総理し、委員会を代表する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるとき、又は委員長が欠け

たときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 委員会の会議（以下「会議」という。）は、必要に応じて委員長が招集

し、委員長が議長となる。ただし、委員長及び副委員長が選出されていないと

きは、市長が会議を招集する。 

２ 会議は、委員の過半数が出席しなければ、開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数で決し、可否同数のときは、議長の決

するところによる。 

４ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員以外の者の出席を求め、

意見を聴くことができる。 

 （秘密の保持） 

第７条 委員は、職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後

も、同様とする。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は、人権啓発担当課において処理する。 

 （委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員

長が委員会に諮って定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （八幡浜市報酬及び費用弁償等支給条例の一部改正) 

２ 八幡浜市報酬及び費用弁償等支給条例（平成１７年条例第４０号）の一部を

次のように改正する。 

 次の表の改正後の欄に掲げる規定で改正前の欄にこれに対応するものを掲げ

ていないものを下線で示すように加える。 
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改正後 改正前 

  

別表 別表 

区分 報酬額 

（略）  

介護認定審査会委員 同 12,000円 

いじめ問題再調査委員会委員 同 12,000円 

公平委員会委員 同 7,200円 

（略）  
 

区分 報酬額 

（略）  

介護認定審査会委員 同 12,000円 

  

公平委員会委員 同 7,200円 

（略）  
 

  

 

提案理由 

いじめ防止対策推進法に規定するいじめ問題に関する重大事態が発生した旨

の報告があった場合に、当該重大事態への対処又は発生防止のための調査を実

施する機関を、市長の附属機関として設置するため。 

－135－



 

－136－


